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The Amalfi Coast is located in south and about 45-km point from Naples. In the Amalfi coast, the 
geographical feature which is rich in change like a sawtooth coastline spreads, and a city and a village exist in 
steep cliff places. These scales vary in size from small to large, but anything forms a building or farmland in 
severe environment and builds the city.  
The purpose of this study is to reveal space structure of slope city that dot the Amalfi Coast by housing type. 
Some researches on the village and the area of the Amalfi Coast have so far been done. However, those 
researches were not the studies which consider a city from the viewpoint of architecture and territory of Amalfi 
Coast. In this study, study areas are territory of Amalfi Coast, and selected 9 cities. They are Amalfi, Atrani, 
Maiori, Minori, Ravello, Scala, Positano, Praiano, Tramonti.. 
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１． はじめに 
本研究はアマルフィ海岸に点在する斜面都市の空間
構造を住宅タイプから明らかにすることを目的とする。 
アマルフィ海岸には、リアス式海岸のような変化に富
んだ地形が広がり、その険しい崖地の中などに都市や集
落が存在する。これらの規模は大小様々であるが、どれ
もが厳しい環境の中に建物や農地などを形成し都市を
築いている。 
これまでアマルフィ海岸の集落や地域について研究
がなされたものはいくつか存在する。しかし、それらの
研究は都市を建築の視点から考察し、地域全体を統括す
る研究ではなかった。本研究では対象地を地域に広げ、
アマルフィ海岸の 2つの小湾にある、ある程度の大きさ
を持つ都市（コムーネ comune となっているもの）を選
定した。すなわち、アマルフィ、アトラーニ、ミノーリ、
マイオーリ、ラヴェッロ、スカーラ、トラモンティ、ポ
ジターノ、プライアーノの計 9都市である。対象地に選
定した都市の多くが、これまで住宅建築や街路などの実
測調査が行われていない研究の処女地である。このこと
からも本研究の果たす意義は大きいものと考えられる。 
 
２． 第 1章 アマルフィ海岸の都市と地域の歴史 
次章以降でアマルフィ海岸の都市構造を考察するた
めに、主に文献資料から都市が形成されてきた基本的な
歴史を追った。アマルフィ海岸沿岸はローマ時代から居
住の場所として選ばれていたが、その時代の居住地はそ
の後の都市に影響は与えていないと考えられている。現
在の都市の基礎となったのは 5世紀から 6世紀初めにか
けて形成された集落である。人々は北から侵入してくる
異民族の侵入を避けられる安全な場所として崖地を選
択したという。その後ナポリ公国に従属する時期を経て、
9 世から海洋都市アマルフィ公国として繁栄の時代を迎
える。しかし、次第に外国勢力の侵略を受けるようにな
り、14世紀には衰退し寒村となった。それから長い時が
たった近世に、グランド・ツアーや新たな産業の力によ
って、再び発展を遂げることになる。現在では世界遺産
に登録され、観光地として成功している。つまり、繁栄、
衰退、再興という流れで現在まで都市形成をしてきたの
である。 
 
３． 第 2章 都市空間の構成原理 
この章では、都市を形成する土台となる立地に注目し
た。立地によって各都市がどのような都市空間を構成し
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ているのかを考察した。 
（１）都市の立地の分類 
まず初めに、各都市をその立地によって、6 タイプに
分類した。海岸沿いの 6つの町は「谷底が狭いＶ字谷地
形の町（アマルフィ、アトラーニ）」、「谷底が広いＶ
字谷地形の町(マイオーリ、ミノーリ)」、「谷と丘にま
たがる町（ポジターノ）」、「片流れの斜面地の町（プ
ライアーノ）」の 4タイプであり、山の上にできた３つ
の町は「台地上の町（ラヴェッロ、スカーラ）」、「山
間部の丘陵地に分散する町（トラモンティ）」の２タイ
プとなった。 
（２）都市の景観と都市組織 
分類した都市がどのような景観と都市組織を持つ
のかを航空写真や景観写真から分析した。分析は街路
や川、住宅地、緑地などの位置や形態、建物の建ち方
とその階層などに注目して行った。写真を用いた理由
は、緑地の利用方法や建物の様相をより詳細に考察で
きると考えたからである。 
a）底が狭いＶ字谷地形の町 
町の中心を貫くメインストリートを軸にして、東
西に住宅地が広がっている。住宅は斜面地にセット
バックしながら建築に建築が重なるように高密かつ
複雑に建てられている。基本的には 4層ほどの建物
が多く見られた。また、町の中心には農地を持たな
い。町の中の緑地は建物の隙間の小さな庭か、テラ
スの植木である。 
b）谷底が広いＶ字谷地形の町 
平地には基本的に建物が密集し、農地はほぼ見ら
れない。斜面地では住宅よりも段々畑の面積が大き
くとられている。建物の階層は平地であれば 4、5
層が多く、斜面地では 1，2層が多い。マイオーリで
は、都市組織のはっきりとした違いを見いだせる。 
c）谷と丘にまたがる町 
斜面地には高密に建物が建てられ、その合間を埋め
るように町の中に農地が入りこんでいる。建物のファ
サードのアーチが特徴的である。前述の都市のように
建築に建築を重ねてどこまでも複合する様子は見られ
ない。建物と農地が階段状に形成されている。 
d）片流れの斜面地 
斜面地を階段状に造成している。基本的には 2層ほ
どの低層の建物が農地の中に一棟ごとに分散するよ
うに建っている。これは他の都市ではあまり見られな
い景観である。 
e）台地上の町 
町の中に緑地が混在している。建物は、道沿いに並
ぶように建つ様子がみられ、それが基本となっている。
ラヴェッロのほうが高密度に建物が建ち、スカーラで
は道から離れた農地の中にも建物が進出しており、ゆ
とりを持って建っている。 
f） 山間部の丘陵地に分散する町 
他の都市とは大きく異なり、広大な市域の中に小さ
な集落が分散する形をとっている。集落の中の建物は、
基本的に道に沿って建物が 1 棟ごとに並び集合して
建っている。 
このように同じタイプの町同士では、共通点が多く
見られた。またタイプにより都市を構成する要素に違
いがあることが分かった。以上の考察から都市の立地
が都市の景観や都市組織に、絶対的ではないが影響を
与えていることが明らかになった。 
４． 第 3章 都市空間の発達 
第 3章では、都市空間を構成する要素を立地以外にも
見出すために、都市空間が拡大する過程を分析していく。
ただし、アマルフィ海岸の都市では中世まで遡れる地図
資料は見つかっていない。現在手に入れられる限りでは、
ナポリ王国がフランス支配を受けていた時（1806 年～
1815年）に作成が開始された、ジョアシャン・ミュラの
土地台帳（カタスト）が一番古いものとなる。その為、
近世までは年代の分かる主要な施設（教会・パラッツォ
等）をもとに都市が形成されていった過程を推測してい
く。アマルフィ海岸の各都市には中世の遺構が現在も多
く残っており、建築からも十分考察が可能だと考えてい
る。近世以降は、地図資料と航空写真を用いて年代別に
比較することで都市が拡大していく様子を図示した。主
に使用したものは I.G.M の 1876 年のイタリア王国時の
地図、1956 年の航空写真、現在の地図である。ただし、
年代が古いものほど地図の正確さにばらつきがあるな
ど、同様の条件で考察できなかった都市もある。その際
は他の地図などを使用し、各都市の考察レベルが同じよ
うになるようにした。 
分析から、多くの都市で最初の居住地が高台に形成さ
れ、徐々に低地に広がっていく様子が見られた。また、
14世紀以降で都市の拡大が起こる場所は、都市に新しい
産業が生まれるなどの場合のみ見られた。さらに年代別
に地図を比較した結果、中世には既に都市核が出来上が
っていた都市と、そうでなかった都市があることが分か
った。(図 1，2) 
 
図１ 都市核が出来上がっていたアマルフィ  
 
Hosei University Repository
図２ 主な都市核がなかったと考えられるスカーラ 
 
さらに 20 世紀半ばまでは中世の様相を引き継いでい
たと推測できた。今日見られるアマルフィ海岸沿岸の都
市は 1950 年代から現在までに拡大し形成されたものだ
ったのである。14世紀に海洋都市として衰退してしまっ
たことと、高度経済成長時に、他のイタリア都市でもチ
ェントロストリコの外に市街を広げていったことを考
えると、この時期の大きな変化は不思議なことではない。
複雑な地形の中に位置するアマルフィ海岸の都市は外
への拡大にも限度があるため市壁内にも大きな変化が
あったのだろう。その為、中世に核が出来上がっていな
かった場所ほど大きな変化が訪れたのではないだろう
か。 
 さらに分析から拡大の仕方が 4タイプあると考えら
れた。中世の時期に都市の骨格が形成されていた海辺の
V字地形の都市は、「拡張型」であり、既存の都市から
外に広がるような形で拡大している。（図３） 
 
 
図３ 拡張型のアマルフィの変化 
 
中世に都市核と呼べる街区がなく、建物が分散してい
たプライアーノは「拡散型」であり、都市内に建物が散
らばるように拡大した。（図４） 
 
 
図４ 拡散型のプライアーノの変化 
また、同じく都市核は持たなかったが、道に沿って建
物が連なる様子がみられたスカーラ、ラヴェッロ、トラ
モンティは「充填型」であり、既存の街区の合間を埋め
るように拡大している。（図５） 
１９世紀から現代までの変化が他の都市よりも圧倒
的に大きいポジターノは「拡張・充填型」という複合し
たタイプと言える。中世の核の中はもちろん、残ってい
た土地を埋め尽くすかのように既存の都市の内外で拡
大している。（図６） 
 
 
図５ 充填型のスカーラの変化 
 
 
図６ 拡張・充填型のポジターノの変化 
 
 
図７ 拡大の仕方概念図 
 
第３章の考察から次のことが言える。都市に新しい産
業が生まれるなどのアクションがなくては都市が拡大
しない。都市の拡大の仕方は、都市の立地関係や中世ま
でに出来上がった都市の形態に起因するのである。 
 
５． 第 4章 住宅タイプの考察 
 第 4章では、3 章までに考察してきた都市がどのよ
うな住宅で形成されているのかを考察した。 
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（１）住宅の立地と建物の関係 
まず、地形と住宅の建ち方の関係について考察した。
建物を建てる土地には、大きく分けて平地、斜面地の 2
種類があると考えられる。これらの土地にどのように建
物が建てられるのかを考察した。結果、斜面地に建物を
建て方として、都市型、農村よりの都市型、農村型があ
ることが明らかになった。これらはひな壇を造成するか
しないかが大きく関係した。ひな壇は農村的なものであ
り、都市内には必要のないものなのである。アマルフィ
の例から、斜面地に建物を 1つ建てればそれがひな壇の
代わりとなりうることが分かった。（図８）ひな壇を作
るには労力がかかるため、必要としなければ無駄なもの
となる。その為、都市ではひな壇をわざわざ作ることを
せずに、斜面の傾斜を巧みに利用して高密化する建物の
形態が多く存在すると考えられる。ひな壇を作らず、建
物を積み重ねる形態が都市型と言える。その為、都市の
性質を持つアマルフィの中心部にはひな壇が造成され
ていない。（図９） 
 
 
図８ 傾斜を利用して建つ住宅断面概念図 
 
 
図９ アマルフィの都市断面図 
 
逆に、農業を生業にするものによって、広く平たい土
地は重要なものであるため、ひな壇状に土地を造成する
必要がある。また台地になるべく日がさすように建物の
配置を考えている。近世まで農業、漁業を生業にしてき
たプライアーノの斜面は一面がひな壇になっている。つ
まりアマルフィ海岸においての農村とひな壇は密接な
関係にあるのである。このようにひな壇を造成して建物
を一棟一棟建てる形態が農村型と言えるだろう。（図
10） 
（２） 道路と住宅の立地関係の分類 
次に実測物件をアプローチの方法によって分類した。
結果、アプローチの方法にはアマルフィ海岸の中で一般
的にみられるタイプや、都市的、農村的なタイプなどを
見出すことが出来た。それらは都市の性質や立地によっ
て分布する場所に違いが見られた。 
 
 
図１０ ひな壇の上に建つ住宅断面概念図 
 
（３）住宅形態の考察 
最後に住宅の形態について考察した。土地の上に建
物を乗せるだけの平地のパラッツォにも、時代によっ
て形態が変わることが明らかになった。これは、社会
の産業の変化もなどもあり、住まいに対する価値観が
変化したためだと考えられる。一般住宅の形態は年代
を判別することは困難であるが、都市と農村などの条
件によってそれぞれの場所に適応した形態の住宅を
形成していることが明らかになった。また、部屋の構
成を見ると、どの住宅でも、採光や眺望など条件がよ
く、公的な空間から離れた場所に私的な空間を作る。
このように、私的空間を快適なものにしようとする点
では共通する意識が見られる。 
以上の考察から、都市の性質に合わせて土地を造成
し、住宅を形成していることが分かった。それぞれの
考察をまとめると都市型であるのはＶ字地形の町で
ある 4都市と言える。農村よりの都市型であるのは台
地上の町の 2都市である。農村型であるのは片流れ斜
面地の町、山間部の丘陵地に分散する町の 2都市であ
る。そして、谷と丘にまたがる町であるポジターノは
農村型が都市型に変化した形態と言えるだろう。ただ
し、各都市内で場所に応じて都市型、農村型は混合し
ている。 
 
６． 結章 
各章の考察により、アマルフィ海岸の都市の空間構造
が明らかになった。アマルフィ海岸は多種多様な都市に
よって構成されている。それらの都市は、都市の立地や
生業などに最も適した形態で形成されてきたと言える
だろう。 
 
参考文献 
1)陣内秀信 :興亡の世界史 イタリア海洋都市の精神, 
講談社,2008年 
2)Giuseppe Gargano：LA CITTA DAVANTI AL MARE 
ARRE URBANE E STORIE SOMMERSE DI AMALFI 
NEL MEDIOEVO, Centro di Cultura e Storia 
Amalfitana,1993 
3)Giuseppe Fiengo/Gianni Abbate：CASE A VOLTA DELLA 
COSTA DI AMALFI, Centro di Cultura e Storia 
Amalfitana,2001 
Hosei University Repository
